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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、「日本発のソーシャルメディアがいかなるプロセスでビジネスモデルを
進化させてきたのか」を明らかにすることである。「ビジネスモデルの動学的側面」を鍵概念とした事例研究をおこな
った結果、以下の三点を一定程度明らかにした。（1）自社のビジネスモデルの構成要素を変化させる際には、他社の
「提供機能」「差別化要因」「収益獲得方法」から影響を受ける。（2）ビジネスモデルの構築にあたっては、「オペ
レーション構造」「収入構造」「コスト構造」の三つの構成要素間の整合性を確保することが時間軸上遅くなる。（3
）ビジネスモデルにおける「顧客」の設定は、「経営資源」の蓄積に伴い柔軟に変更される。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to clarify “through what process Japanese social 
media have evolved the business model”. As the result of case study with the “dynamic aspect of 
business model” as the key concept, the following three points were revealed; (1) In changing the 
components of the business models of their own companies, they are affected by the “functions offered”, 
“differentiation factors”, and “profit securing methods” of other companies. (2) In constructing the 
business model, they tend to be late in securing the consistency between three components of the 
“operational structure”, “income structure”, and “cost structure” on the time axis. (3) Setting of 
the target “customer” in the business model is flexibly changed following the accumulation of 
“management resources”.

研究分野： 経営学

キーワード： ビジネスモデル　ビジネスシステム　行為システム　テキストマイニング　ソーシャルメディア　プラ
ットフォーム　企業家の失敗
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１． 研究開始当初の背景 
 
日本発で世界市場へとサービス展開をお

こなっているネット企業は多く存在するが、
中でも近年その展開の積極さで着目を集め
たのがソーシャルメディアを展開する企業
である。ソーシャルメディアとは「ユーザー
参加によって成立し、ユーザー間のコミュニ
ケーションを主要価値として提供するWebサ
ー ビ ス 」 の 総 称 で あ り 、 SNS （ Social 
Networking Service）やブログ等がその代表
例である。そして、日本発のソーシャルメデ
ィアとして、世界市場で存在感を高めたのが、
GREE と DeNA の二社である。両社とも海外で
積極的な買収・提携戦略をおこない、規模拡
大とサービスの積極的展開をおこなってき
た。 
 欧米発のネット企業に世界市場で競争を
挑む上記のような日本発のソーシャルメデ
ィアに関しては、ソーシャルメディア内での
ユーザーのコミュニケーションに注目した、
マーケティング論や社会心理学的視点での
研究はこれまで多くおこなわれてきた。しか
し、経営学、特に経営戦略論の視点に立った
研究が蓄積しているとは言い難い。そこで、
本研究では、「日本発ソーシャルメディアの
ビジネスモデルの特性とその進化のメカニ
ズム」を解明することで、どのような事業発
展を遂げたソーシャルメディアが世界市場
で競争できるようになったのかを明らかに
することを目指すことにした。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、１節で述べた通り、世界市場で

競争を展開している日本発ソーシャルメデ
ィアを対象に、そのビジネスモデルがいかな
る特性を持っているのか、また、どのように
進化をしてきたのかを解明することで、「日
本発のソーシャルメディアがいかなるプロ
セスでビジネスモデルを進化させてきたの
か」を明らかにすることを目的とするもので
ある。 
 研究のための学術的視点としては、近年研
究が急速に進んでいる(1)ビジネスモデル論
と、(2)時間展開を伴った企業発展プロセス
の把握に適した行為システム分析を用いた。
以下、それぞれの学術的視点に関する研究目
的や本研究に当該視点を採用する意義を整
理する。 
 
(1) ビジネスモデル論 
 ビジネスモデル論は、企業を「価値創造の
ための総体的な仕組み」として捉える分析視
角である。近年、経営戦略論の研究者によっ
て体系的な研究が蓄積してきており、今後さ
らなる進展が期待できる。ビジネスモデル論
を本研究に適用したのには、以下の二つの理
由がある。第一に、これら理論がネットビジ

ネスを分析対象として進展してきた側面が
強いため、ソーシャルメディアの分析にも適
するであろうこと。第二に、競争環境が激変
し、数カ月単位で企業行動に変化がでるソー
シャルメディアの経営戦略を捉えるには、事
業の仕組みであるビジネスモデルを企業が
細かく改良し続けている、と捉えるのが良い
と思われたことである。 
他方で、ビジネスモデル論の現在の課題と

して、ビジネスモデルはある一定の時点での
状況（静学的側面）から捉えられる特徴があ
るため、「ビジネスモデルがどう変化してい
くのか」という動学的側面がブラックボック
ス化していることがあげられる。そこで本研
究では、ソーシャルメディアのビジネスモデ
ルの「変化」を分析対象としながら、このビ
ジネスモデル論の研究課題の解決にいくら
か貢献することを目的とした。 
 
(2) 行為システム分析 
 行為システムを用いた企業行動の把握と
は、経営の行為者である実践家の読みの解釈
や行為の合成プロセスの時間展開をともな
った把握であり、つまるところそれは事例研
究法による企業の歴史的プロセスの厚い記
述である。そして、行為システムによる分析
の際には、行為者が生み出す「意図せざる結
果」に着目し、その発生メカニズムを解明す
ることが重要であるとされる。本研究におい
ては、ビジネスモデルの変化のメカニズムを
把握するため本視角による分析をおこなっ
た。 
というのも、ソーシャルメディアの事業発

展は他社の企業行動や事業環境要因との行
為の合成を短い時間軸で繰り返していると
捉えられるものであり、本分析手法によって
企業のビジネスモデルがどう変化していく
のかを詳細に記述できるものと考えるため
である。また、対象とする日本のソーシャル
メディア自体、例えば GREE は創業当初の事
業計画が行き詰って方向転換したモバイル
向けサービスで大きく成長する等、事業推進
上で「意図せざる結果」に多く直面しており、
本分析手法が適するものと考えた。 
 
 以上二つの観点から、本研究においては、
日本発のソーシャルメディア、特に GREE と
Mobage、そして 2社がその企業行動を参照し
ているといえる国内 3大（研究開始当時）ソ
ーシャルメディアの残り1社ミクシィ社を対
象として、ビジネスモデル論と行為システム
分析を用いて次の二点までを明らかにする
ことを目的とした。 
 
①対象となる 3社の事業の仕組み（ビジネス
モデル）を整理し、その特性を把握する。 
②行為システムの記述によって3社のビジネ
スモデルが時系列でどのようなメカニズム
で変化していったのかを把握し、どのような
要因（例：他企業との競争、他企業の行動の



参照、ユーザーの嗜好の変化、技術革新、ビ
ジネスモデル転換のタイミング）が事業の成
長や世界展開を後押ししたのかを分析する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、ビジネスモデル論と行為システ

ム分析に関する理論研究と、ソーシャルメデ
ィアに関する事例研究に同時並行的に取り
組むものである。理論研究と事例研究のそれ
ぞれについて、下記の手法を採用した。 
 
(1) 理論研究 
ビジネスモデル論研究に関しては、本研究

開始期当時の欧米における網羅的なビジネ
スモデル論のレビュー論文を出発点とし、日
本におけるビジネスモデル論あるいは関連
研究であるビジネスシステム論等の成果を
それに統合しつつ、本研究の問題意識である
「ビジネスモデルの動態的側面」について、
過去研究がどう捉えてきたかに焦点を当て
た文献研究をおこなった。そして、それを踏
まえた上で、本研究の独自フレームワークを
構築し、実際の事例分析を通じてその完成度
を漸次的に高めていった。 
行為システム分析に関しては、「行為者の

意図の了解を可能とする研究法の模索」を原
理的に考察した。行為システムを記述するた
めには、行為者（つまり経営の実践者）が、
各行為の時点で「何を、どう考えていたのか」
という「行為者の意図」を解釈する必要があ
る。従来、意図の解釈には「当事者へのイン
タビュー」が方法として取られてきたが、「現
在から過去を振り返ることの曖昧さ」やコン
プライアンス等の問題によるインタビュー
実施の難しさが当該方法の課題として存在
した。そこで、本研究においては、インタビ
ューに加えて、テキストマイニング・内容分
析を活用した公開情報からの行為者の意図
の「推論」を手法として取り入れた。つまり、
経営者の過去の公開発言を分析することに
よって、その「意図」を推し量った。 
 
(2) 事例研究 
 事例研究に関してはまず、対象 3社（GREE
と Mobage、ミクシィ）の公開情報（企業デー
タ、新聞・雑誌・ネット記事等）、関連する
市場データ等を網羅的に整理した。また、各
社の経営者の過去の公開情報でのインタビ
ュー記事ならびに各社が公開する IR 記事や
プレスリリースはテキストマイニング分析
に備えて、データベース化を進めた。 
上記のデータの整備をおこないつつ、各社

がどのようにサービス開始時から事業を発
展させてきたのかに関する事実を綴ったケ
ーススタディを作成し、その後テキストマイ
ニング手法を用いた経営者の意図の分析を
通じた行為システム記述や、ケーススタディ
をビジネスモデル理論の視点から分析した

事例研究等をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究は、３節で上述した通り具体的手法
として、ビジネスモデル論と行為システム分
析に関する理論研究と、ソーシャルメディア
に関する事例研究とに同時並行的に取り組
んだ。以下では、理論研究の研究成果と、そ
の成果を活用した事例研究（理論研究と事例
研究との統合的研究）について主要な成果を
述べる。 
 
(1)ビジネスモデル論の論点（理論研究） 
 本研究のキー理論であるビジネスモデル
論の論点の整理をおこなった。具体的には、
ビジネスモデル研究に関する包括的なレビ
ューをおこなった文献である Zott, Amit and 
Massa（2011）を解読しつつ、そこに日本に
おけるビジネスモデル研究の論点を整理統
合することで、Zott et al.（2011）が提示
するビジネスモデル研究の論点と今後の研
究の展望に関して検討をおこなった（Zott, 
C.,  R. Amit and L. Massa (2011) “The 
Business Model: Recent Developments and 
Future Research,” Journal of Management, 
37(4): pp. 1019-1042）。 
結論として、ビジネスモデル研究は、（1）

インターネットビジネスのみならず多種多
様な業種の企業や産業、地域産業を分析対象
としてきたこと、そして、（2）事業活動を通
じた価値創造と価値獲得という論点に関し
ては、欧米における研究コミュニティにおい
ても日本におけるそれにおいても研究のテ
ーマや検討の度合いは同程度であること、し
かし日本においてはビジネスモデルの構成
要素が経営成果や競争優位につながるメカ
ニズムを図式的に把握するツールに関する
研究が進展していることを明らかにした。 
また、研究の今後の展望としては、（1）ビ

ジネスモデル概念をどのようにビジネスを
おこなうのかを体系的に説明するために用
いることと、（2）ビジネスモデル概念は価値
の獲得と価値の創造の双方を説明できるこ
とを認識すること、の二つに重点を置きつつ、
「ビジネスモデルの変化のメカニズムを明
らかにすること」という日本のビジネスモデ
ル研究において意識されている今後の研究
課題をさらに検討していくことを提案した。 
 
(2)ビジネスモデル論の「動学的視点」の分
類（理論研究） 

 本研究は「ビジネスモデルの変化」という
現象に着目するため、ビジネスモデルの有す
る動学的視点（ダイナミクス）の観点に着目
して、ビジネスモデル論の分析射程の整理を
おこなった。というのも、既存の主たるビジ
ネスモデル論が、静学的にビジネスモデルの
構成要素を提示することを目的としていた



のに対して、実務的には動学的視点が重要で
あり、また動学的視点にもさまざまな種類が
あるという課題がビジネスモデル論には存
在するからであった。 
結論として、ビジネスモデルのダイナミク

スを以下の四つに分類した。1 つめの分類は
「ビジネスモデルの創造過程」である。これ
は、企業・組織がビジネスモデルを 1から創
造する際のプロセスを指し、具体的研究とし
ては、ビジネスモデル創造の仮説検証プロセ
スや創発的ビジネスモデルの採用プロセス
に目を向けるものである。2つめの種類は「構
築されたビジネスモデルの自己強化過程」で
ある。これは、種類 1の過程を経て構築され
たビジネスモデルが「うまく回る」ロジック
を明らかにするものであった。 
3 つめの種類は、「ビジネスモデルの再構築・
進化過程」である。これは、種類 2で見たよ
うな自己強化過程に入ったビジネスモデル
を、事業環境の変化に伴い再構築・進化させ
ていくことが求められることに着目したも
のであり、具体的には社内での学習と外部環
境との相互作用を再構築・進化のロジックと
して明らかにするものである。そして、ダイ
ナミクスの 4 つめの種類は、「ビジネスモデ
ルの歴史的形成過程」であった。これは種類
1 から種類 3 を歴史的文脈に位置づけながら
包括的に検討するものである。 
 
(3)媒介型プラットフォームのビジネスモデ
ルの構築プロセス（理論研究） 
本研究が事例として扱うソーシャルメデ

ィアは、媒介型プラットフォームと呼ばれる
ビジネスモデルに分類されるものである。そ
こで本研究では、「いかにして媒介型プラッ
トフォームはそのビジネスモデルを形成す
るか」という点に関しても、試論的検討をお
こなった（本研究は理論研究が主眼であるた
め、ソーシャルメディアとは異なる媒介型プ
ラットフォームの企業を分析対象とした）。 
結論として、以下の点を一定程度主張した。

それは、媒介型プラットフォームのビジネス
モデルの構築プロセスにおいて、既存のネッ
トワーク効果を維持することと、顧客を柔軟
に変更・特定することで「サイド内ネットワ
ーク効果」を高めていくことが、媒介型プラ
ットフォームの形成の論理となる点である。
またその際、媒介型プラットフォームのドメ
インを広く捉えることで潜在顧客や補完業
者の存在を意識することと、収益モデルの複
線化ならびにその戦略的価格設定をおこな
うことが重要であると示唆した。 
 
(4)競争ダイナミクスを通じたビジネスモデ
ルの変化の論理（事例研究） 
 ビジネスモデル論や行為システム分析に
関する理論的検討を踏まえて、「複数の競合
企業間の相互作用によって事業環境が変化
する競争ダイナミクスの中で、ビジネスモデ
ルがどのようなメカニズムで変化していく

のか」という点に関し、本研究の分析対象で
ある 3 社（GREE と Mobage、ミクシィ）の比
較事例分析を通じた検討をおこなった。 
 具体的な分析枠組みとして、競争ダイナミ
クスを通じたビジネスモデルの構成要素の
時系列変化という視角を採用した。また、ビ
ジネスモデルの構成要素として、（1）顧客（タ
ーゲット層）、（2）提供機能（提供製品・サ
ービス）、（3）競合（競争相手）、（4）差別化
要因（競合との差別化要素）、（5）収益モデ
ル（収入獲得のための方法）、（6）経営資源
（有形・無形、社外ネットワークのような社
外資源も含む）、の六つの構成要素からなる
ものとして捉えた。 
 競争ダイナミクスの中でビジネスモデル
がどう変化するかについての記述を踏まえ、
本研究においては特に、ビジネスモデルの変
化のメカニズムとして、下記の点を一定程度
主張した。 
 
①ビジネスモデルの変化においては、特に他
社の「提供機能」「差別化要因」「収益獲得方
法」から影響を受けて、自社のビジネスモデ
ルの構成要素を変化させる。 
②ビジネスモデルの変化に際しては、例えば
ポータブル型ゲーム機の流行、海外 SNS のオ
ープン化等外部環境要因の影響を受ける。 
③競争ダイナミクスを通じたビジネスモデ
ルの変化は、携帯電話 SNS ユーザーの勃興と
いった新たな外部環境要因を生み出し、ビジ
ネスモデルの変化に影響を及ぼす。 
 
(5)ビジネスモデルの発展論理（事例研究） 
「企業家がどのようなビジネスモデルの

構造化と変化を通じて企業を成長させてい
るのか」という点を明らかにするために、探
索的な事例研究をおこなった。本研究ではま
ず、ビジネスモデル論の系譜を事業構造要素
の明示化（「事業がどのようなものなのか」
という問いに答えるためのもの）を意図する
ものと、事業発展論理の明示化（事業を「な
ぜそういう仕組みにするのか、しているの
か」という問いに答えためのもの）を意図す
るものにそれぞれ整理したうえで、双方を統
合したビジネスモデル分析の枠組みを提示
した。 
具体的には、ビジネスモデルの構成要素を、

（1） 顧客（ターゲット層）、（2） 提供機能
（提供製品・サービス）、（3） 競合（競争相
手、代替品）、（4） 差別化要因（競合との差
別化要素）、（5）経営資源（有形・無形、社
外ネットワークや顧客資産のような社外資
源も含む）、（6）オペレーション構造、（7）
収入構造（収入獲得のための方法）、（8）コ
スト構造（内外作の決定、コスト格差の工夫）
に特定したうえで、それらの静学的関係を理
念系として提示した。そして、その静学的関
係の変化を時系列で把握することで、そのメ
カニズムを次の二つの観点から考察した。第
一には、時間軸の推移ともにビジネスモデル



のどの構成要素がどういった順序で変化、決
定するのかという、構成要素の時系列変化の
状況の明示化である。第二には、その変化に
際して「企業家の意図」がどう働いているの
かを分析した。 
上記の枠組みを用いて、GREE のビジネスモ

デルの変化の事例分析をおこなうことで、ビ
ジネスモデルが「構造化」した際の静学的関
係と、それが「変化」する際の構成要素の変
化のメカニズムを試論的に示した。特に後者
の変化のメカニズムに関しては、ビジネスモ
デルの構成要素のうち「オペレーション構
造」「収入構造」「コスト構造」の三つの構成
要素間の整合性を確保することが時間軸上
遅くなることと、「顧客」の設定は「経営資
源」の蓄積に伴い柔軟に変更できるというこ
とを明らかにした。また、企業家の意図がビ
ジネスモデルにおける「経営資源」の蓄積と、
「顧客」「収益構造」の確立に特に影響を与
えているということを示した。 
 
(6)残された研究課題 
 本研究の目的は、「日本発のソーシャルメ
ディアがいかなるプロセスでビジネスモデ
ルを進化させてきたのか」を明らかにするこ
とであった。「ビジネスモデルの動学的側面」
を鍵概念とした事例研究をおこなった結果、
以下の三点を一定程度明らかにした。 
 
①自社のビジネスモデルの構成要素を変化
させる際には、他社の「提供機能」「差別化
要因」「収益獲得方法」から影響を受ける。 
②ビジネスモデルの構築にあたっては、「オ
ペレーション構造」「収入構造」「コスト構造」
の三つの構成要素間の整合性を確保するこ
とが時間軸上遅くなる。 
③ビジネスモデルにおける「顧客」の設定は、
「経営資源」の蓄積に伴い柔軟に変更される。 
 
上記の結論、また、(1)から(5)までの研究

成果を踏まえて、より分析結果の一般化や精
緻化をおこなうためには、以下の残された研
究課題を検討する必要がある。 
第一の課題は、量と質双方でより厚みのあ

る事例分析を通じて、より精緻な議論をおこ
なっていく必要があるという点である。例え
ば、上記(5)と同様の分析を、Mobage やミク
シィに対しておこなう必要がある。また、対
象事例のビジネスモデルの構成要素の中身
を分析する際に、観察者による主観的判断が
反映されている可能性を完全には除外でき
ない。そのため、本研究でデータベースを構
築し分析をおこなったテキストマイニング
の手法を通じて、ビジネスモデルの構成要素
の中身や行為者の「意図」を一定程度客観的
に把握する方法をさらに精緻化していく必
要がある。 
第二の課題は、ビジネスモデルの「全体の

整合性」確保と「変化のための矛盾」導入の
バランスの方策に関する検討である。特定の

時点において整合性を確保した（収益を上げ
たり、顧客を集めたりすることに成功した）
ビジネスモデルもまた、時間軸の変化ととも
に変化していくことが現実的には妥当であ
る。その際、整合性が取れているビジネスモ
デルに対してどのように変化のための「矛
盾」を取りいれて行かなければならないかに
ついて議論をおこなっていく必要があるだ
ろう。 
上記の点に関しては今後さらなる研究を

進め、学会での報告や学会論文の執筆と投稿
をおこなっていく。 
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